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土にまみれてじゃがいもを掘る園児たち 
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去る 9 月 1日、市内栄地区にある 「市民農園」 

で、幼稚園児たちによる 「じゃがいも収穫」 が

行われました。この市民農園は、市が今年4,500 

n-i, を造成し、市民に提供しているものです。 

この日の収穫には、富士幼稚園と広田保育園

の年長組園児、それに保母ら約80人が参加して  

市が管理しているじゃがいも止田で行われました。 

園児たちは、気温が30度を超す暑さの中、自

分の手よりも大きなじゃオドいもを続々と掘り出

し、約 lU寺間にわたって収穫の楽しさを体験し

ました。 掘ったじぜがいもは、そのままプレ4f 

ントされました。 
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市が管理しているじゃがいも畑で行われました。

園児たちは、気温が30度を超す暑さの中、自

分の手よりも大きなじゃがいもを続々と掘り出

し、約1時間にわたって収穫の楽しさを体験し

ました。掘ったじゃ．がいもは、そのままプレゼ

ントされました。

去る9月1日、市内栄地区にある「市民股園」

で、幼稚園児たちによる「じゃがいも収穣」が

行われました。この市民農園は、市が今年4,500

㎡を造成し、市民に提供しているものです。

この日の収穣には、富士幼稚園と広田保育園

の年長組園児、それに保母ら約80人が参加して
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地域づくりなどを紹介する展示ブースがずらり並んだ会場 
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卓球競技でがんばるママさん 

「第21回ママさん体育大会」が 9 月 2 日、五― 

中体育館を主会場に開かれ、各学区から選手な 

ど約 450 人が参加しました。 同大会は、日I項過（ 日頃運 	（梅泉小） 
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無連緯蕪騰難羅霧霧さーん体育大会雁繊， 
動不足になりがちな婦人達の健j装と1本力の増進

を図り、市民のスポーツへの関心を盛り上げよ

うと市教育委員会が主催しているもので・す。 

競技はキックボール、綱引きなど 4 種目で行

われ、参加者はそれぞれの学区の期待を担って

健闘しました。 上位入賞チームは次のとおりで・ 

す。 	 （敬称略） 

総合…①栄小A②中央小（③）五小A、キックボー 

ル…①栄小②五小A（③）中央ノ」、、綱引き・・・①中央

小②栄小③梅泉小、卓球（団体）…①栄小②南小

③五小、同（個人）…①岡田 （飯詰小）、 （ダブル

ス）・・・品川、佐々木（東小）、グラウンドゴルフ（団

体）…①栄小A②松島小A③五小A 、同（個人） 

3 、五一 …①中村（五小B)、ホールインワン賞…佐藤（松 

う選手な 	島小A)、中村（五小B)、古川（飯詰小B)、前田 

総合で栄小Aが 3 

剃回鵬’花菖蒲せせらぎまつり記念 

写真コンテスト入賞者決まる’ 

市では、去る 7 月 7 日から15日までの 9 El間
開催した「第 1回牧場、花菖蒲せせらぎまつり」 

を記念して「写真コンテスト」 の作品を募集し

ていましたが、 9 月 4 日、その審査会を開き、 

次の方々が入賞されました。 入賞作品は、 9 月 

10日から市庁舎内に展示されることになってい 

ます。 	 （敬称略） 

〇最優秀賞…奈良修一（弘前市）0優秀賞一・・葛

西十三雄（板柳町）〇入選…長内壮外（板柳町） 

成田卓朗（田舎館村）、高橋安則（平内町）〇佳

作…竹浪順三郎（板柳町）、小山内明義（石岡）、 

奈良修二（黒石市） 最優秀賞に選ばれた奈良修一さんの作品 
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動 不足 にな りが ちな 婦人 達の 健康 と体 力の 増進

を図り、市民のスポーツへの関心を盛り上げよ

うと市教育委員会が主催しているものです。

競技はキックボール、綱引きなど4種目で行

われ、参加者はそれぞれの学区の期待を担って

健闘しました。上位入賞チームは次のとおりで

す 。 （ 敬 和 ： 略 ）

総合…①栄小A②中央小③五小A、キックボー
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体）…①栄小A②松島小A③五小A、同(個人）

…①中村(五小B)、ホールインワン賞…佐藤（松

島小A)、中村(五小B)、古ﾉIK飯詰小B)、前田
（梅泉小）
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「第21回ママさん体育大会｣が9月2日、五一

中体育館を主会場に開かれ、各学区から選手な

ど約450人が参加しました。同大会は、日頃運

一
Ｊ

市では、去る7月7日から15日までの9日間

開催した｢第1回牧場、花菖蒲せせらぎまつり」

を記念してr写真コンテスト」の作品を募集し

ていましたが、9月4日、その審査会を開き、

次の方々が入没されました。入徴作品は、9月

10日から市庁舎内に展示されることになってい

ます。（ 敬称略）

○最優秀賞…奈良修一（弘前市）○優秀賞…蕗

西十三雄（板柳町）○入選…長内壮外(板柳町）

成田卓朗（田舎館村)、高橋安則（平内町）○佳

作…竹浪順三郎（板柳町)､小山内明義（石岡)、

奈良修二（黒石市）
勺

最優秀賞に選ばれた奈良修一さんの作品

b日時9月30日（日）午前10時～

（雨天中止）

し場所狼野長根公園野外ステージ

し催し物○金多豆蔵○ロック演奏

○津軽民謡ショー

◎主催五所川原市観光協会
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小山内助役に手渡す錦町青年会の皆さん 

社会福祉にと 3万 8千円寄付 
ー錦町青年会― ー錦町青年会一 	 I 小原事務局長（左）に手渡す晴山常務取締役（右） 小原事務局長（左）に手渡す晴山常務取締役（右） 

愛情測定ゲームを楽しむ参加者たち 

平成 2 年（1990年）9 月15日 	 広報ごしょがわら 
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欄域恩振興策嚢要望 
県が主催する」斯北五地方行」l3（連絡協議会が8 

月28日、県合同庁舎で行われ、県と西北五広域

市町村圏の代表らが圏域の振興策について意見

を交換しました。 

協議会には、県から北村知事と各謀長、圏域

からは小山内助役をはじめ町村長など合わせて

約60人が出席しました。 

北村知事のあいさつに続いて、圏域側から①

半島振興計画の推進（②）農業の振興（③）ふるさと交

流圏民センターの建設（④）高速交通体系の整備⑤

広域交通体系の整備の 5 項目が提示され、説明

と意見交換が行われました。 

―西北五地方行政連絡協議会― 

合同庁舎で開かれた協議会 

り、～、～、ノ、パハハノv、‘、ハへ～、～vリ、～、～、ハノ、ハ～vv、ノいい、～~”、I、～、～マvw、～v、～、』ywvw、～、’、hハ～~J、’～マ％ノりvv、~～、～、～、～、～v%~%~%～、～、～、～、ノ、’、～、」、.‘い 
~ 

社会福祉にと10万円寄付 
―東北サファリパークー 

鋼町青年会（三橋一允会長）は 9 月 6 日、社 I 東北サフアリパークは 9 月 4 日、社会福祉に

会福祉に役立ててくださいと 3 万 8 千円を寄付一 ， 役立ててくださいと10万円を寄付‘しました。 

しました。 これは、同青年会の結成10周年記念 ~ これは、 8 月 5 日から 9 月 2 日までり日五小跡

納涼祭でのチャリティの売り上げ金の一部を寄 ~ 地で開催された 「世界の動物園」 の収益の一部 

,  付したものです。 	 ~ を寄付したものです。 

この日は、三橋会長と葛西勇一・七戸敏夫副 I この日は、同社の晴山常務取締役が五所川原

会長が市役所を訪れ、小山内助役に手渡しまし ~ 市社会福祉協議会の小原事務局長に手渡しまし

た。 
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,．愛の輪レクリェーシ‘ョン大会 

．・ 

市民体育館で 8 月29日、「第13回愛の輪レク I) 

エーション大会」 が開かれ、市内の精神薄弱児 

（者） とその家族約 250 人が参加しました。 こ

れは、市」止会福も上協議会と市手をつなぐ,規の会

が主催し、福祉協力校に指定されている毘沙門

小学校、五一高と五p斤川原並びに東日流（つが

る）両ライオンズクラブの協力により、精薄者

との交らliを深めながら、地域の人々の理解と協

力を得て、ネ土会に融和することを目手旨すことを

目的に開かれたものです。 

平成2年(1990年)9月15日 広報ごしょがわら (第719号）④

雲騨塞窪懸墨羅鶴蕊謹一西北五地方行政連絡協議会一
県が主催する西北五地方行政連絡1協議会が8

月28日、県合同庁舎で行われ、県と西北五広域

市町村圏の代表らが圏域の振興策について意見

を交換しました。

協議会には、県から北村知事と各課長、圏域

からは小山内助役をはじめ町村長など合わせて

約60人が出席しました。

北村一知事のあいさつに続いて、圏域側から①

半島振興計画の推進②農業の振興③ふるさと交

流圏民センターの建設④高速交通体系の整備⑤

広域交通体系の整備の5項目が提示され、説明

と意見交換が行われました。

bF貼読of先f先fもハダ舟紳｡●､,バザーf,nJ，Jp0･口もf，伊貼涙Qざ貼鈴JL八段乞〆□ず､へ辞2J◆bfも『､ざ3J･bJもハゲもざ､ﾀ･･戸･盃%残J殆』%･･､〆口＆名ハロ●先Job

合同庁舎で開かれた協議会

子もf,〆DJもJもJも伊殆fもハゲ%ふず貼盆＄も蕊J貼〆･～･･ずも~もふずもJもタも毎J＄JもJ%J，fL〃｡｡』｡､ふぷ｡､要.f乞毎段ち設免夕免F､夕､錨夕も夕､FL毎.､免許－
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社会福祉にと10万円寄付
一東北サファリパークー
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抄

原画

小山内助役に手渡す錦町青年会の皆さん

社会福祉にと3万8千円寄付
一錦町青年会一

』
。

－錦町青年会一；小原事務局 長(左)に手渡す晴山常務取締役(右）
ミ
ペ

錦町青年会(三橋一允会長）は9月6日、社；東北サファリパークは9月4日、社会福祉に
会福祉に役立ててくださいと3万8千円を寄付・《役立ててくださいと10万円を寄付.しました。

しました。これは、同青年会の結成10周年記念；これは、8月5日から9月2日まで1日五小跡
納涼祭でのチャリティの売り上げ金の一部を寄；地で開催されたr世界の動物園」の収益の一部

付したものです。 ；を寄付したものです。
この日は、三橋会長と葛西勇一.七戸敏夫副｛この日は、同社の晴山常務取締役が五所川原

会長が市役所を訪れ､小山内助役に手渡しまし；市社会福祉協議会の小原事務局長に手渡しまし
た。 ；た。

f
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F司

市民体育館で8月29日、「第13回愛の輪レクリ

エーション大会」が開かれ、市内の精神薄弱児

（者）とその家族約250人が参加しました。こ

れは、市社会福祉協議会と市手をつなぐ親の会

が主催し、福祉協力校に指定されている毘7少門

小学校、五一高と五所ﾉII原並びに束日流（つが

る）両ライオンズクラブの協力により、精薄者

との交流を深めながら、地域の人々の理解と協

力を得て、社会に融和することを目指すことを

目的に開かれたものです。愛I情測定ゲームを楽しむ参加者たち
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104番（番号案内料）の 

無料措置申込についで 
104番への電話番号II」い合わせは、本年12 

月1日を目途に料金（1番号案内につき30円） 

をご負担頂くことになりますが、目や上肢等に

―定以上の障害をお持ちの方については、事前

にお申し込みいただければ今までどおり無料で

番号案内を利用することができます。 

レ対象となる方 

(1)身体障害者 F帳をお持ちで次の障害を有する

方 

0身体障害者等級表による級別が1 -6級で視

覚障害を有する方 

0同上の級別が1-2級でリ伎体不自由（上肢及

び体幹）の障害を有する方 

0同上で男支体不自由（乳幼児期以前の非進行性

の脳病変によるう亜動機能障害）の障害を有す

る方 

(2)載傷,,I者手帳をお持ちで次の障害を有する方 

〈つ重度障害の程度が特別項症～第 6 項症で視力

障害を有する方 

0同上の第 2 項症で上肢に障害を有する方

レ申込期日 9 月 1日から受け付けています。 

※申込方法等詳しいことは、NTT（局番なし

の 116番）、または市福祉事務所福ネ止係（廿

⑩ 21 Ii 番内線210番） '-S、どうぞ。 

纏群霧について 
児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童の健全な育成・資質の向上を図るために支給

されます。 手当を受けるためには、受給申請が

必要です。 まだ手当の支給を受けていない（新

規）方は申請手続きをしてください。 

）児童手当を受けられる人 

小学校入学前の児童を含む18歳未満の児童

を 2 人」』I上養育している方で、収入が一定の

額未満の方。 なお、自分のお子さんでなくて

も、その児童を監護し、一定の生計関係があ

れば受給できる場合があります。 

ン児童手当の額 

2 番Hの児童には月額2,500円、3 番目以降

の児童には、1人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。 

ン申請の際に必要なもの 

(1)印かん 

(2）年金加入証明書（厚生年金1呆険などの加入

者は事業主の証明カち必要で・す一用紙は市民

課にあります） 

(3）保険証 

(4）支払希望金融機関の名称と口座番号 

※その他詳しいことは、市民課（か電，)21 11番内

線262番）へどうぞ。 

平成2年秋の全国交通安全運動 

期 間 平成 2 年 9 月21日（金）から同月30日（日）までの10日間 

市民交通安全教室開催 
0日 時 平成 2 年 9 月28日（金）午前10時から正午まて’ 

0場 所 五所川原市民文化会館 大ホール 

〇アトラクション 多田あつし （津軽三味線若手ナンバーワン） 

多田あつしさんは、今年 4 月金木町で開かれた第 2 回津軽三味線全 

日本競技大会ー般の部でI位になった，章軽三吋ミ線のホープです。 

0料 金 無料 

ー戸ー戸に調査票を届けます。国勢調査にご協力を。 

10月 1 I'i 全I司一斉に I i-'I勢‘潤査が行われます。 

9 月23日から30日まで・の間に、調1枯iiが皆様のお！宅に信］いますの

でト、 ご協力をお願いいたします。 

国勢調査の結果は、福祉・雇川・交通対策、住子i三三・環境整備計画

など、国や地方公共団体の行政に利用されるほか、人口分析などの

学i府liJf究や、一般の会社でも幅広く利用されます。 
国勢調査 
総 務 庁 統 計 局 
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104番への電話番号問い合わせは、本年12

月1日を目途に料金（1番号案内につき30円）

をご負担頂くことになりますが、目や上肢等に

一定以上のI庫害をお持ちの方については、事前

にお申し込みいただければ今までどおり無料-で

番号案内を利用することができます。

P対象となる方

(1)身体l境害者手1帳をお持ちで次の障害を有する

方

○身体|鞭害者等級表による級別が1～6級で視

覚|嘩害を有する方

○同上の級別が1～2級で肢体不自由（上肢及

び体幹）の障害を有す る方

○同上で肢体不自由（乳幼児期以前の非進行性

の脳病変による運動機能障害）の障害を有す

る方

'-1城傷病者手帳をお持ちで次の障害を有する方

○重度I嘩害の程度が特別項症～第6項症で視力

障害を有する方

○同上の第2項症で上肢に障害を有する方

P申込期日9月1日から受け付舎けています。

※申込方法等詳しいことは、NTT(局番なし

の116番)、または市福祉事務所福祉二係（壷

⑮2111番内線210番）へどうぞ。

児童手当は、家庭生活の安定と次代を担う児

童の健全な育成・寅質の向上を図るために支給

されます。手当を受けるためには、受給申請が

必要です。まだ手当の支給を受けていない（新

規）方は申請手続きをしてください。

し児童手当を受けられる人

小 学 校 入 学 前 の 児 童 を 含 む 1 8 歳 未 満 の 児 童

を 2 人 以 上 養 育 し て い る 方 で 、 収 入 が 一 定 の

額未満の方。なお、自分のお子さんでなくて

も、その児童を監護し、一定の生計-関係があ

れば受給できる場合があります。

P児童手当の額

2番目の児童には月額2,500円、3番目以降

の児童には、1人につき月額5,000円が小学校

の入学まで支給されます。

し申請の際に必要なもの

(1)印かん

(2)年金加入証明苫（厚生年金保険などの加入

者 は 事 業 主 の 証 明 が 必 要 で す － 用 紙 は 市 民

課にあります）

(3)保険証

(4)支払希望金剛1機1割の名称と口座番号

※その他‘祥しいことは、市民課（金⑮2111番内

線 2 6 2 番 ） へ ど う ぞ 。

r可

平成2年秋の全国交通安全運動

期間平成2年9月21日(金)から同月30日（日）までの10日間

市 民交 通安 全教室開催 一
Ｊ

○日時平成2年9月28日（金）午前10時から正午まで

○場 所五所川原市民文化会館大ホール

○アトラクション多田あつし（津軽三1床線若手ナンバーワン）

多田あつしさんは、今年4月金木町で開かれた第2回津軽三味線全

日本競技大会一般の部で1位になった津軽三1床線のホープです。

○料金無料

-戸－戸に調査票を届けます｡国勢調査にご協力を。

10月1日、全国一斉に国勢･調査が行われます。

9月23日から30日までの間に、調査瓜が皆様のお宅に伺いますの

で、ご協力をお願いいた します。

匡l勢調査の結果は、福祉・雁剛・交通対策、住宅・環境整備計･画

など、国や地方公共団体の行政に利用されるほか、人口分析などの

学術研究や、一般の会社でも幅広く利廟されます。
査

総務庁統計局
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危険物の取扱作業の保安に関する講習 

レ受講対象者 甲種、乙種及び丙種危険物1取扱

者免状の交付を受けている者で、次のいずれ

かに該当する者 

(1)危険物の製造所、I庁蔵所又は取扱所において、 

危険物の取扱作業に従事しており、前回の講

習を受講した日から 3 年」こ1内の者 

(2）同上の取扱作業に従事することとなった日か

ら 1年以内の者 

(3）上言己2）に掲げる者で、当該取扱作業に従事す

ることとなった日前 2 年」こ工内に免状の交付又

は講習を受けている場合は、それぞれ当該免

状の交付又は当該講習を受けた日から 3 年以

内の者 

(4）上言改i)、 (2）及び（3)JJこI外の者で、受‘溝を希望す

る者 

日 	時 講習の種別 受付期間 講習会場 

10月22日唄） 
9:30-42:30 給油取扱作業所関係 

9 月20日～ 
10月 4 日 

市中央公民館 
10月22日岡 

14:00-17:00 ー般取扱所関係 

0後期危険物取扱者試験 

試験日 受 験 者 別 種別 受付期間 

11月11日（日） 
一 	般 

（高校生以外の学生も含む） 

甲
乙
丙
 
種
種
種
 

 

10月】日～ 
10月 9 日 

11月18日囲 高 校 生 乙丙
 
種

種
  

0消防用設備等の工事又は整備に関する講習 

ン受講対象者 消防設備士の免】伏の交付を受け

た日から 2 年」こよ内の者及び前回の講習を受講

した日から 5 年」こ1内の者 

日 	時 講習区分 受付期間 講習会場 

10月29日（司 
9: 00--17: 00 第1種・第 2 種 

10月 3 日 

まで 

青森県総合 
社会教育センタ― 

10月30日因 
9: 00-17: 00 第 4 種・第 5 種 

10月31日困 
9:0O-.-17:00 第 3 種 

※詳細については、●肖防本部予防課（＝⑩2019 

番内線25・27番）へどうぞ。 

農業者年金制度をこ存じですか 

0農業者年金は農家のためにつくられた有利な

制度です。 

加入資格のある方は必ず加入しましょう。 

※農業者年金の加入手続き、内容等の詳しいこ

とは最寄りの農業協同組合、市農業委員会 

（廿（⑩2111番内線246番）へお気軽にご相談く

ださい。 

五所川響証蓄綾レンン 
百丹 I主 伊1三」 日又’ 

市教育委員会では本年度もまた青森職業訓練 

短期大学校のご協力により、コミュニティカレ 

ッジ（短l域振興大学） を開設します。 

本講座では、実際にパーソナルコンピュータ

やスーパーミニコンピュータに触れながら、い

ろいろなプログラムを作成し情報処理の実践に

挑戦します。 取り扱い方やプログラミングの基

礎について説明しますので、コンピュータは初

めてという人も積極的にご参加ください。 

レ開設期間 10月13日～翌年1月26日までの 8 

日間（午後 2時～ 5 時まで） 

レ場所 青森職業訓練短其Il大学校（市内飯詰） 

レ募集人員 40人（定員になり次第締切） 

ンテキスト代 1,000円 

レ申し込み締切 9 月28日（金） 

ン申し込み先 市教育委員会社会教育課（云⑩ 

2111番内紡1248番）へ。 

月 	日 講 	座 	内 	容 

10月13日UJ パーソナルコンピュ一タ入門 

10月27日（jう MS一DOS入門 

11月10日（土） 
BASICプログラミング 

11月24日（肋 

12月 1日uう スーパーミニコンのシステム概要 

12月15日CIう ス一ノぐーミニコンのOSコマンド 

1月12日（士） 
プログラミング 

1月26日（カ 

道路交通調査にこ協力を 
〔 1〕一般交通」11調査 〇平日・ 9 月27日午前 7 時 

~ (12時間） くフ休日・ 9 月30日午前 7 日寺・～ 

（同） 

②自動車起終点調査 0平日・10月24日午前 7 

時～ (24時間）0休日・10月21日午前 3 時～ 

q司） 

このうち（2）の調査は、全自家用乗用車の中か

ら無作為に抽出した車の走行内容を調査票に記

入していただくものです。 選ばれた車の所有者

へは、後日調査員力稽方問し、調査票の記入方法

の説明をいたしますので、その節はご理解とご

協力をお願いいたします。 

また、調査内容は調査目的である、最近の自

動車交通の実態と問題点を詳細に把握し、将来

にわたる道路整備計画を策定するための基礎資

料として活用されるものであり、その目的」ースタト

には一切利用されませんのでよろしくご協力願

います。 なお、詳しいことは五所川原土木事務 

・所企画調査課（廿32111番内線275番） へどう

ぞ。 
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懇騨襲黙璽賎難熱蕊蕊燕難
し受講対象者甲種、乙種及び丙種危I喚物取扱

者免状の交付を受けている者で、次のいずれ

かに該当する者

(1)危険物の製造所、貯蔵所又は取扱所において、

危'険物の取扱作業に従事しており、前回の講

習を受講した日から3年以内の者

(2)同上の取扱作業に従事することとなった日か

ら1年以内の者

(3)上記(2)に掲げる者で、当該取扱作業に従事す

ることとなった日前2年以内に免状の交付又

は講習を受けている場合は、それぞれ当該免

状の交付又は当該講習を受けた日から3年以

内の者

一(4)上記(1)、(2)及び(3)以外の者で、受識を希望す

る者

市教育委員会では本年度もまた青森職業訓練

短期大学校のご協力により、コミュニティカレ

ッジ（地域振興大学）を開設します。

本 識 座 で は 、 実 際 に パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ

やスーパーミニコンピュータに触れながら、い

ろいろなプログラムを作成し’情報処理の実践に

挑戦します。取り扱い方やプログラミングの基

礎について説明しますので、コンピュータは初

めてという人も種極的にご参加ください。

p開設期間10月13日～翌年1月26日までの8

日間（午後2時～5時まで）

p場所青森職業訓練短期大学校（市内飯詰）

P募集人員40人（定員になり次第締切）

Pテキスト代1,000円

し申し込み締切9月28日（金）

P申し込み先市教育委只会社会教育課（云⑳

2111番内線248番）へ。

○後期危険物取扱者 試験

○消防用設備等の工事又は整備に関する講習

し受講対象者消I坊設備士の免状の交付･を受け

た日から2年以内の者及び前回の識習を受講

した日から5年以内の者

;鎮騒蕊渥調蕊嬢劉窒頚撫
(1)一般交通量調査○平日・9月27日午前7時

～（12時間）○休日。9月30日午前7I時～

（同）

(2)自動車起終点調査○平日・10月24日午前7

時～（24時間）○休日・10月21日午前3時～

（同）

このうち(2)の調査は、全自家用乗用車の中か

ら無作為に抽出した車の走行内容を調査票に記

入していただくものです。選ばれた車の所有者

へは、後日調査員力轍7間し、調査雪票の記入方法

の説明をいたしますので、その節はご理解とご

協力をお願いいたします。

また、調査内容は調査目的である、最近の自

動車交通の実態と問題点を詳細に把握し、将来

にわたる道路整備計･画を策定するための基礎査

料として活用されるものであり、その目的以外

には一切利用されませんのでよろしくご協力願

います。なお、詳しいことは五所川原土木率務

・所企画調査課（垂、2111番内線275番）へどう

ぞ。

F-両

※詳細については、消l坊本部予I坊課（壷⑮2019

番内線25．27番）へどうぞ。

蕊鴬鐸曝鍾鵬蕊撫蝿燕撫
○農業者年金は農家のためにつくられた有利な

制度です。

加入資格のある方は必ず加入しましょう。

※農業者年金の加入手続き、内容等の詳しいこ

とは最寄りの隆業.協同組合、市挫業委員会

（孟唾)2111番内線246番）へお気軽にご相談く
ださい。

日時

10月22日(月）

9:30～12:30

10月22日(月）
u:o0～17:oo

給油取扱作業所関係

一般取扱所関係

識習の種別 受付期間

9月20日～

10月4日

赫習会場

市中央公民館
月日

10月13日()

10月27日(土）

11月10日(土）

11月24日(h)

12月1日⑯

12月15日(ｶ

1月12日⑯

1月26日(土）

講座内容

パーソナルコンピュータ入門

MS-DOS入門

BASICプログラミング

スーパーミニコンのシステム概要

スーノf－ミニコンのOSコマンド

プログラミング

試験日

11月11日旧）

11月18日(日）

受験者別

一 般

(高校生以外の学生も含む）

高校生

種別

樋
種
種

甲
乙
丙

乙種

丙種

受付期間

Ill月1日～

10月9日

日時

10月29日(月）

9:oo～i7:0o

10月30日㈹
9:00～i7:oo

10月31日伽
9:oo～i7:oo

講習区分

第1種・第2種

第4種・第5種

第3種

受付期間

10月3日

まで

購習会場

青森県総合

社会教育センター
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‘．八甲田湿原を 

歩いてみませんが！・ 

毎日の1士・ドの忙しさに追われて、っいつい忘 

れがちな 「健康増進」 ですが、大自然の宝庫八 

甲田で庭園遊歩道を散策して頭も身体もリフレ 

ッシュして明日への活力を蓄えよう。 

レ日時 9 月27日（木） 午前 8 時出発 

レ場所 八甲田湿原超l帯 

レ日程 市役所前発 8: 00～青森～八甲田ロー 

プウェー～八甲田ゴードライン散策～萱野茶 

屋高原（昼食）～城ケ倉温泉（入浴）～青森 

～五所川原着17:00 

レ参加費（昼食代含む） 

会員 1.000円 非会員 2,000円 

レ募集人員 100名（定員になり次第締切） 

レ締切日 9 月20日 

レ申込先 ii所川原商工会議所（h⑩2121番） 

※当日はズック靴：・入浴用具持参でご参加下さ 

I、o  
＠主催 五所川原商工会議j折・中小企業相談所 

弓道教室を ：二．I・・．二 ,,」え，．ゾ 

見学してみませんか 
五所川原弓道会では、 8 月25日から毎週火・

土曜日の午後 7 時より 9 時まで弓道教室を開催

しており、現在、18歳～55歳の10名の男女が熱

心に受講しております。 

このたび、次のとおり見学会を行ないますの

で’、市」受の皆さんの多数のお出でをお待ちして

おります。 

う月日 第1回目 9 月22日（D19: 00-21 : 00 
第 2 回目 10月13日CD19: 00-21 : 00 

レ場所 三道会館 2 階弓道場 

D間い合せ先 成田ハンコ店（新田丁） 

ff豆，1083番 

おやこ劇場例会のお知らせ 
第 8 回低学年例会 

人形劇団プーク公演 

「怪じゆうが町にやってきた」 

ン日時 9 月24日（月） 午後 6 時30分開演 

レ場所 市民文化会館 

市民参加の 
市では、「緑を大切に、潤いのある生活を」 テ 

ーマに、植樹祭を開催することになりました。 

市民の皆さん多数のご参加をお願いします。 

＞日時 9 月30日（日）現」也午前10時から 

D場所 飯詰山国有林（味喰ケ沢の奥） 

レ申し込み先 9 月26日までに、市農材媛果（か 

新農業センターから 

農産物販売のお知らせ 
0くり 	 9 月中旬～10月中旬 

0りんご（つがる他）… 9 月中旬～11月上旬 

0ぷどう 	 9 月中旬～10月中旬 

〇なし 	 9 月中旬～10月上旬 

0くるみ 	 9 月中旬～10月中旬

※多数の方々を対象としたいので、全品目につ

いで1人当たりの数量を限定させていただき

ます。 

＠詳しくは、新農業センター（＝⑩2104番）へ

お問い合わせください。 

第 1 回 

五所川原市民（硬式）テニス大会 
レ日日寺 10月 7 LIUI）午前 9日寺受f寸 

（雨天の場合は14日に延期） 

レ場所 五戸斤川原市営庭球場（菊ケ丘運動公園） 

レ種目 A級男子・女子ダブルス、B級男子・

女子ダブルス （A級は県テニス協会選手登録

者及びこれと同等」iえ上と認められる方。 B級
は A級」ノス外であれば初心者でも可J 

レ参加資格 0五Iり〒川原市に居iョ三又は通勤・通

学している方01市（硬式）テニス協会に加盟

している団体にI折属している方 

ン参加料 1組 1 ,000円 

レ申込方法 ハガキに出場者（ 2 名分）の氏名、 

住所、生年月日、電話番号を記入し、市内稲

実字米崎65-12 今井自動車工業内五所川原i有
テニス協会事務局へ（か（③“)6751番） 

“家族で交通ルールとマナーを学ほう” 

ニフ．ラでミ」J・＝‘ウ‘・ォ，ーク．ラ．I)=．一 

一 参加者募集 

レ日時 9 月23日（日）午前11時受イ寸 

ン場所 市庁舎前お祭り広場 

ン申し込み先（先着 100組で締切ります） 

戸斤定の申込用紙に記入して、五所川原警察署 

交通訓I、丸英でんき、青森放送五所川原支局、 

市役所受付で申じ込んでください。 

※参加者 糸且に小型ラジオをプレゼントします。 

植樹祭開催 
国）2 ~日番内線215番）へ申し込みください。 

Nその他 ①服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

ク、軍手を準併青してください（②）i有で送迎バス

を用意しますのでト、当日午前 9 時までに市役

所前にお集りください（③）昼食、使用器具は市

で準備します④参加者全員に苗木を無償配布 
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毎日の仕率の'i亡しさに追われて、ついつい忘

れがちな「健康増進」ですが、大自然の宝庫八

甲田で庭園遊歩道を散策して頭も身体もリフレ

ッシュして明日への活力を蓄えよう。

似日時9月27日耐午前8時出発

し場所八甲田湿原地帯

し日程市役所前発8：00～青森～八甲田ロー

プウェー～八甲田ゴードライン散策～萱野茶

屋高原（昼食）～城ヶ倉温泉（入浴）～青森

～五所川原着17：00

レ参加費（昼食代含む）

会員1,000円非会員2,000円

し募集人員100名（定員になり次第締切）

し締切日9月20日

、申込先五所川原商工会議所（垂⑮2121番）

※当日はズック靴・入浴用具持参でご参加下さ

いo

◎主催五所川原商工 会議所・中小企業相談所

五所川原弓道会では、8月25日から毎週火・

土I曜日の午後7時より9時まで弓道教室を開催

しており、現在、18歳～55歳の10名の男女が熱

心に受諭しております。

このたび、次のとおり見学会を行ないますの

で、市民の皆さんの多数のお出でをお待ちして

おります。

修月日第1回目9月22日d.)19:oo～21:oo

第2回目10月13日(土)19：00～21：00

P場所三道会館2階弓道場

P問い合せ先成田ハンコ店（新町）

き‘旬1083番

鍵蕊鋳識難鱗
○くり……………………9月中旬～10月中旬

○りんご（つがる他）…9月中旬～11月上旬

○ぶどう…………………9月中旬～10月中旬

○なし．……･……………･9月中旬～10月上旬

○ぐるみ…………………9月中旬～10月中旬

※多数の方々を対象としたいので、全品目につ

鰯人当たりの数鍾を'嘱定きせていただ￥
◎詳しくは、新農業センター（壷⑰2104番）へ

お問い合わせください。

蕊舗瀞議織雲雲霧琴一
惨日時10月7日（日）午前9時受付

（雨天の場合は14日に延期）

し場所五所川原市営庭球場(菊ヶ丘運動公園）

P種目A級男子。女子ダブルス、B級男子・

女子ダブルス(A級は県テニス協会選手登録

者及びこれと同等以上と認められる方。B級

はA級以外であれば初心者でも可J

、参加資格○五所川原市に居住又は通勤・通

学している方○市（硬式）テニス協会に加盟

し て い る 団 体 に 所 属 し て い る 方

し参加料1組1,000円

し申込方法ハガキに出場者（2名分）の氏名、

住所、生年月日、電話番号を記入し、市内稲

実字米iMf65-12今井自動車工業内五所ﾉII原市

テニス協会事務局へ（念⑮6751番）

“家族で交通ルールとマナーを学ぼう”

§撫謬燕蕊蕊蕊蕊今
し日時9月23日（日）午前11時受付・

し 場 所 市 庁 舎 前 お 祭 り 広 場

し申し込み先（先着100組で締切ります）

所定の申込用紙に記入して、五所ﾉII原警察署

交通課、丸英でんき、青森放送五所川原支局、

市役所受付で申し込んでください。

※参加者一組に小型ラジオをプレゼントします。

繊蕊雲劇場煙り会の圭劇熱
第8回低学年例会

人形 劇団プーク公 演

「怪じゆうが町にやってきた」

修日時9月24日（月）午後6時30分開演

し場所市民文化会館
｡●

職繍瀞畿鋤i謝稲#鮮琴繍礁繍撚
市では､｢緑を大切に、潤いのある生活を」テ⑮2111番内線215番）へ申し込みください。

－マに、植樹祭を開催することになりました。しその他①服装は、作業服、長ぐつ又はズッ

市民の皆さん多数のご参加をお願いします。ク、軍手を準備してください②市で送辺]バス

P日時9月30日（日）現地午前10時からを用意しますので、当日午前9時までに市役

し場所飯詰山国有 林(I味噌ヶ沢の奥）所前にお集りください③昼食、使用器具は市

、申し込み先9月26日までに、市農林課（云で準備します④参加者全員に苗木を無償配布
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兼平内科小児科医院 

ill崎胃腸科内科医院

健生病院五所川原診療所

佐藤内科小児科医院

西 北 中 央 病 院
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保健センター相談日 
10月 5 、 12、 19、 26日 （毎週金曜日お （ただ

し、 5 、 12. 19日は午前中ですり 

レ時間 午前10時～午後 3 時 

レ内容 血圧没I定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので‘、赤ちゃんからお年寄りまて二

お気軽にご利用ください。 

三種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風） 

ワクチン接種 
レ対象幼児 昭和61年10月~日から平成 2 年 6 

月30日までに生まれた乳幼児。 ただし生後48 

カ月を経過した乳幼児は接種できません。 

(n期分については、昨年I期終了した幼児 

r に限り48カ月以上でも接種できますJ 
レ申し込み方法 市衛生課、市役所各支所の窓

口に母子健康手帳を持参のうえおいでくださ

い。接種券を交イ寸いたします。 

レ申し込み期間 9 月17日から21日まてト 

レ接種方法 下記の医療機関に接種券と母子健

康手帳、間診票を持参してください。 

レ接種期間 

I期 

1回目 10月17日（水）・ 18日（オく）・ 19日（斜 

2 回目 11月14日困・15日（利・ 16日（金） 

3 回目 12月12日休）・13日困・14日園 

U 期 12月の日程で接種してください。 

）接種料金 無本ト

＠実施医療機関 

乳幼児の健康診査 

レ場所 市保健七ンター 

レ受付“時間 12 : 45-13 : 00まで’（なお、 3 歳

児1建診は12:30・～13:00) 

D持参するもの 母子健康手帳、バスタオル。 

3 歳児は尿検査も行いますので’、当日小ビン

に尿を入れてもっできてください。 

※注意 ① 6 カ月児健康相談の際に、神経芽組I 

胞』重（小児がん）の検査セッ トを配布します

が、当日つごうで来れない場合は、母子健康

手帳をもって衛生課窓口にセッ トをもらいに

きてーください。（ただし生後 6 カ月、 7 カ月児

に限るJ ②病気療養中（特に伝染性の病気） 

のお子さんはご遠慮ください。 

月 	齢 対 象 児 期 	日 内 容 

3 カ 月児 H2 年 6 月生 10月 9 日因 健康診査 

6 カ 月児 H2年 3 月生 10月16日因 健康相談 

1 	歳 児 H元年 9 月生 10月22日（印 健康相談 

1歳6力月児 H元年 4 月生 10月23日困 健康診査 

3 歳 児 S 62年 6 月生 10月18日（村 健康診査 

.,.. 	.,；ど：・；＝ー． 	, ．一 	...．‘二“ , 

ゴミについてお願い 

ゴミは、ま然えるゴミ・燃えないゴミに区別し

て一、決められた収集日の朝 8 時30分までに出し

て下さい。 ゴミ収集場所はゴミ捨て場ではあり

ません。 みんなで協力して滑潔にしましょう。 

0川や湖や海の水をきれいにするために私たち

にでーきること。 

O折iしのなかに糸田かい目の

三角かごなどを置いて、 

調理くずや食べ残しなど

を流さないようにしまし

よフ‘， 

0i由はそのまま漏iさないで、 

新聞紙などにすいこませ

てごみとして出します。 

〇調理くずや食べ残しは、 

土に埋めると自然に分解

されます。 そのあと』巴寧ト

としても使えます。 米の

と．ぎ汁なども肥料となり

ますも 

広報ごしょがわら (第719号）⑧平成2年(1990年)9月15日

蕊曝陰蕊議謬寂職曇蕊
10月5，12，19，26日（毎週金曜日上（ただ

し、5，12，19日は午前中です』

し時間午前10時～午後3l1寺

し内容血圧測定、尿検査等を含めた健康相談

に応じますので、赤ちゃんからお年寄りまで

お気軽にご利用ください。

三種混合(百日咳･ジﾌﾃﾘｱ･破傷風）
ワクチン接種

し対象幼児昭和61年10月1日から平成2年6

月30日までに生まれた乳幼児。ただし生後48

カ月を経過した乳幼児は接種できません。

（Ⅱ期分については、昨年I期終了した幼児

に限り48カ月以上でも接種できますJ

惨申し込み方法市衛生課、市役所各支所の窓

口に母子健康手帳を持参のうえおいでくださ

い。接種券を交付いたします。

し申し込み期間9月17日から21日まで

し接種方法下記の医錬機関に接種券と母子健

康手帳、問診票を持参してください。

し接種期間

し場所市保健センター

し受付時間12：45～13：00まで（なお、3歳

児健診は12：30～13:00)

P持参するもの母子健康手帳、バスタオル。

3歳児は尿検査も行いますので、当日小ピン

に尿を入れてもってきてください。

※注意①6ヵ月児健康相談の際に、神経芽細l

胞腫（小児がん）の検査セットを配布します

が、当日つごうで来れない場合は、母子健康

手Ij展をもって衛生課窓口にセットをもらいに

きてください。(ただし生後6カ月、7ヵ月児

に限るJ②病気療養中（特に伝染'性の病気）

のお子さんはご遠慮ください。P

蕊凝議溌灘蕊
ゴミは、燃えるゴミ。燃えないゴミに区別し

て、決められた収集日の朝8時30分までに出し

て下さい。ゴミ収集場所はゴミ捨て場ではあり

ません。みんなで協力して清潔にしましょう。

◎川や湖や海の水をきれいにするために私たち

P接種料金無料

◎実施医療機関

江渡内科医院

兼平内科小児科医院

川崎胃腸科内科医院

健生病院五所川原診療所

佐藤内科小児科医院

西北中央病院

対馬内科小児科医院

冨田胃腸科内科医院

都谷森小児科医院

永田小児科内科医院

白生会胃腸病院

期田病院

三好診療所

森田診療所

にできること。

○流しのなかに細かい目の

三角かごなどを置いて、

調理くずや食べ残しなど

を流さないようにしまし

ょう。

《
Ｌ

○油はそのまま流さないで、

新聞紙などにすいこませ

てごみとして出します。

、

四
囲

川
柳
岩
木
吟
社

父
の
背
に
生
き
る
答
え
が
書
い
て
あ
る

一
閃

肩
瞥
き
を
名
刺
の
裏
ま
で
刷
っ
た
雑
魚彩

人

チ
ケ
ッ
ト
で
動
き
と
れ
な
い
蟻
地
獄

山
竿

こ
だ
わ
り
を
捨
て
れ
ば
視
野
が
広
く
な
る草

林

小
心
を
見
抜
か
れ
ま
い
と
す
る
虚
勢

し
げ
る

甘
す
ぎ
た
子
育
て
親
に
銃
を
向
け

西
光

〆

Ｉ

柳

○調理くずや食べ残しは、

土に埋めると自然に分解

されます。そのあと肥料

としても使えます。米の

と.ぎ汁なども肥料となり

ますら

－ －－

月齢

3ヵ月児

6ヵ月児

1歳児

1歳6ヵ月児

3雄児

対象児

112年6月生

112年3月生

H元年9月生

H元年4月生

S62年6月生

期日

10月9日(火）

10月16日(火）

Ill月2211(月）

10月23日㈱

10月18日嗣

内容

健康診査

健康相談

健康相談

健康診査

健康診査

1期

Ⅱ期

1回目

2回目

3回目

12月の日程で接種してください。

10月17日㈱．18日嗣・19日㈱

11月14日伽・15日耐．16日俄）

12月12日耐．13日附・14日㈱



シンボルマーク 

九
月
十
七
日
の
タ
方
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
大
雨
を
も
た
ら

し
た
秋
雨
前
線
の
活
発
な
動
き

に
加
え
、
十
九
日
か
ら
二
十
日

に
か
け
て
日
本
列
島
を
縦
断
し

た
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
に

よ
り
、
岩
木
川
の
水
位
が
上
が

っ
た
た
め
、
市
内
を
流
れ
る
支

流
・
旧
十
川
等
の
水
が
岩
木
川

ヘ
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
な
く
な
り
、
 

松
島
町
・
ー
ッ谷
・
吹
畑
・
漆

川
等
の
地
区
で
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
 

市
で
は
、
職
員
百
名
、
消
防

署
1
1六
十
名
、
消
防
団
員
四
百

五
十
名
が
出
動
し
、
地
元
住
民

の
協
力
を
得
て
土
の
う
積
み
や

ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業
を
行

い
ま
し
た
が
、
旧
十
川
の
増
水

が
続
き
、
被
害
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
た
た
め
、
県
を
通
じ
午
後

零
時
二
十
分
陸
上
自
衛
隊
の
派

遣
を
要
請
し
ま
し
た
。
 

自
衛
隊
員
百
名
は
午
後
三
時

に
現
地
に
到
着
後
、
直
ち
に
松

島
町
、
 ー
ッ
谷
地
区
の
旧
十
川

堤
防
で
土
の
う
積
み
作
業
を
開
 

い
『

，

い
 

始
、
ま
た
、
溢
水
の
お
そ
れ
の

出
て
き
た
中
泉
地
区
に
移
動
し
、
 

新
十
川
の
中
泉
橋
上
流
部
で
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。
 

被
害
の
状
況
は
、
家
屋
の
床

上
浸
水
十
二
戸
、
床
下
浸
水
百
 
 

八
十
五
戸
、
水
田
の
冠
水
六
十

三
・
四
ヘ
ク
ター
ル

（被
害
額

五
百
六
十
八
万
円
）
、農
林
施
設

は
道
路
二
か
所
、
林
地
の
崖
崩

れ
〇

・
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農

地
の
崩
壊
等
十
五
か
所
（
被
害

額
五
千
万
円
）
、道
路
、
河
川
等

の
土
木
施
設
関
係
が
二
十
九
か

所

（被
害
額
二
億
七
千
三
百
八

十
万
円
）
、文
教
、
公
園
施
設
関

係
（
被
害
額
百
四
十
五
万
円
）
、
 

こ
の
ほ
か
浸
水
に
よ
る
商
品
の

被
害
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
計

す
る
と
被
害
額
は
三
億
八
千
百

三
万
円
に
及
び
ま
し
た
。
 

ま
た
、
一
干
一
日
には
北
村

県
知
事
・
木
村守
男
国
会
議
員

ら
一
行
が
佐
々
木
市
長
の
案
内

で
旧
十
川
沿
い
の
石
岡
地
区
を

視
察
し
ま
し
た
。
 

佐
々
木
市
長
は
「
旧
十
川
は

原
始
河
川
で
あ
り
、
昭
和
四
十

五
年
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
危

険
な
状
態
に
な
っ
た
。
改
修
工

事
促
進
と
予
算
の
増
額
に
特
段

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

要
請
し
ま
し
た
。
 

市
で
は
、
市
内
中
小
河
川
の

改
修
に
つ
い
て
今
後
も
国
、
県

に
対
し
そ
の
促
進
を
要
望
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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特
 

害
 

水
 

 

 

現地視察に訪れた北村知事、木村代議士に被害状況を説明する佐々木市長 

 

 

Z 被災された市民のみなさんに 	ふ 

× 

 

､電…〆
シンボルマーク

水 害特集
－

木事務溌二

、恩

』

現地視察に訪れた北村知事、木村代議士に被害状況を説明する佐々木市長

被災された市民のみなさんに
心からお見舞い申し上げます 勺

九
月
十
七
日
の
夕
方
か
ら
十

八
日
に
か
け
て
大
雨
を
も
た
ら

し
た
秋
雨
前
線
の
活
発
な
動
き

に
加
え
、
十
九
日
か
ら
二
十
日

に
か
け
て
日
本
列
島
を
縦
断
し

た
台
風
十
九
号
に
よ
る
大
雨
に

よ
り
、
岩
木
川
の
水
位
が
上
が

っ
た
た
め
、
市
内
を
流
れ
る
支

流
・
旧
十
川
等
の
水
が
岩
木
川

へ
ス
ム
ｉ
ズ
に
流
れ
な
く
な
り
、

松
島
町
・
一
シ
谷
・
吹
畑
・
漆

川
等
の
地
区
で
水
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

市
で
は
、
職
員
百
名
、
消
防

署
員
六
十
名
、
消
防
団
員
四
百

五
十
名
が
出
動
し
、
地
元
住
民

の
協
力
を
得
て
土
の
う
積
み
や

ポ
ン
プ
に
よ
る
排
水
作
業
を
行

い
ま
し
た
が
、
旧
十
川
の
増
水

が
続
き
、
被
害
の
拡
大
が
懸
念

さ
れ
た
た
め
、
県
を
通
じ
午
後

零
時
二
十
分
陸
上
自
衛
隊
の
派

遣
を
要
請
し
ま
し
た
。

自
衛
隊
員
百
名
は
午
後
三
時

に
現
地
に
到
着
後
、
直
ち
に
松

島
町
、
一
シ
谷
地
区
の
旧
十
川

堤
防
で
土
の
う
職
み
作
業
を
開

い
『
す
い

始
、
ま
た
、
溢
水
の
お
そ
れ
の

出
て
き
た
中
泉
地
区
に
移
動
し
、

新
十
川
の
中
泉
橋
上
流
部
で
作

業
に
従
事
し
ま
し
た
。

被
害
の
状
況
は
、
家
屋
の
床

上
浸
水
十
二
戸
、
床
下
浸
水
百

八
十
五
戸
、
水
田
の
冠
水
六
十

三
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
被
害
額

五
百
六
十
八
万
円
菅
農
林
施
設

は
道
路
二
か
所
、
林
地
の
崖
崩

れ
○
・
四
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農

地
の
崩
壊
等
十
五
か
所
（
被
害

額
五
千
万
円
茸
道
路
、
河
川
等

の
土
木
施
設
関
係
が
二
十
九
か

所
（
被
害
額
二
億
七
千
三
百
八

十
万
円
菅
文
教
、
公
園
施
設
関

係
（
被
害
額
百
四
十
五
万
円
）
、

こ
の
ほ
か
浸
水
に
よ
る
商
品
の

被
害
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
総
計

す
る
と
被
害
額
は
三
徳
八
千
百

三
万
円
に
及
び
ま
し
た
。

ま
た
、
二
十
一
日
に
は
北
村

県
知
事
・
木
村
守
男
国
会
議
員

ら
一
行
が
佐
々
木
市
長
の
案
内

で
旧
十
川
沿
い
の
石
岡
地
区
を

視
察
し
ま
し
た
。

佐
々
木
市
長
は
「
旧
十
川
は

原
始
河
川
で
あ
り
、
昭
和
四
十

五
年
か
ら
三
回
に
わ
た
っ
て
危

険
な
状
態
に
な
っ
た
。
改
修
工

事
促
進
と
予
算
の
増
額
に
特
段

の
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

要
請
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
市
内
中
小
河
川
の

改
修
に
つ
い
て
今
後
も
国
、
県

に
対
し
そ
の
促
進
を
要
望
し
て

い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
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市
で

は
、
こ
の
た
び

の

水
害
に
際
し
、

床
上

・
床

下
浸
水
し

た
住
家
及
び
冠

水
し

た
道
路
の
周
辺
等
に
、
 

伝
染
病
を
予
防
す
る
た
め

の
薬
剤
を

ニ
十

一
日
か
ら

三
日
間
に
わ
た
っ

て
散
布

し
ま
し
た
。
 

伝染病予防の 
: 	- 

ミ中薬剤散布を実施 

。く争董書叫×各母嚇嚇・華て景碍・‘蜘や嚇噂・ く・争誉べ浄喝’”ンソ ！ 

市
で
は
、
今
回
の
水
害
に
際
し
、土
の
う
積
み
や
ポ
ン
プ

に
よ
る
排
水
作
業
に
従
事
して
い
る
消
防
団
員
、
自
衛
隊
員

等
に
炊
費由
し
が
必
要
と
なり
、
五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団
 

（高
満
タ
力
委
員
長
）
に
五百
食
分
（
おに
ぎ
り
千
個
）
の炊
き

出
し
を
依
頼
し
ま
し
た
。
 

同
奉
仕
団
で
は
、
団
員
ニ
十
名
を
動
員
し
、市
働
く
婦
人

の
家
で
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
市
内
石
岡
の
船
水
工
務
店
（
船水
富
則
社
長
）
では
、
 

八
＋
食
分の
お
に
ぎ
り
を
差
し
入
れ
し
、
関
係
者
か
ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。
 

水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
、

日
赤

か
ら
の
義
援
品
を

含
め
見
舞
金
を
贈

る
こ

と
に
な

り
ま
し
た
。
 

九
月
二
十
九

日
午
前
小
山
内

助
役
ら
が

巡
回
し
、

手
渡
し

ま
し
た
。
 

－4

市
で
は
《
今
回
の
水
害
に
際
し
、
土
の
う
積
み
や
ポ
ン
プ

に
よ
る
排
水
作
業
に
従
事
し
て
い
る
消
防
団
員
、
自
衛
隊
員

等
に
炊
き
出
し
が
必
要
と
な
り
、
五
所
川
原
市
赤
十
字
奉
仕
団

（
高
満
タ
カ
委
員
長
）
に
五
百
食
分
（
お
に
ぎ
り
千
個
）
の
炊
き

出
し
を
依
頼
し
ま
し
た
。

同
奉
仕
団
で
は
、
団
員
二
十
名
を
動
員
し
、
市
働
く
婦
人

の
家
で
炊
き
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
市
内
石
岡
の
船
水
工
務
店
（
船
水
富
則
社
長
）
で
は
、

八
十
食
分
の
お
に
ぎ
り
を
差
し
入
れ
し
、
関
係
者
か
ら
感
謝

さ
れ
ま
し
た
。
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伝染病誘防の

薬,剤散布潅実施

市
で
は
、
こ
の
た
び
の

水
害
に
際
し
、
床
上
・
床

下
浸
水
し
た
住
家
及
び
冠

水
し
た
道
路
の
周
辺
等
に
、

伝
染
病
を
予
防
す
る
た
め

の
薬
剤
を
二
十
一
日
か
ら

三
日
間
に
わ
た
っ
て
散
布

し
ま
し
た
。
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刀
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．
０
●
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市
で
は
、
水
害
に
よ
り
住
家
が
床
下
浸

水
以
上
の
被
害
を
受
け
た
世
帯
に
、
日
赤

か
ら
の
義
援
品
を
含
め
見
舞
金
を
贈
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

九
月
二
十
九
日
午
前
小
山
内
助
役
ら
が

巡
回
し
、
手
渡
し
ま
し
た
。
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